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会
は
よ
り
良
い
政
策
形
成
、
改
善
、
目
標
に
つ

い
て
共
同
の
責
任
を
持
つ
。
賛
否
、
翼
賛
、
拒

絶
の
表
明
を
超
え
て
、
政
策
の
た
め
の
提
案
が

な
さ
れ
る
べ
き
だ
。
だ
か
ら
「
質
問
」
と
「
質

疑
」
は
異
な
る
。
質
疑
の
「
疑
」
は
疑
義
を
質

す
と
い
う
意
味
で
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
。一
方「
質

問
」
は
、
二
つ
の
要
件
を
必
要
と
す
る
。
一
つ

は
市
民
の
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
に
参
加
す
る
質

問
権
を
代
表
し
代
理
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は

議
員
間
討
議
か
ら
の
改
善
提
案
で
あ
る
。

新
し
い
流
れ

　

理
想
論
に
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
か
。
本
書
に
は

政
策
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た
自
治
体
議
会
の
実

例
が
た
く
さ
ん
収
録
さ
れ
て
い
る
。
全
体
か
ら

見
れ
ば
ご
く
少
数
派
か
も
し
れ
な
い
が
、
確
か

な
流
れ
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

本
書
を
読
ん
で
い
た
お
か
げ
で
、
こ
こ
の
と

こ
ろ
の
議
会
不
祥
事
や
首
長
と
の
対
立
の
ニ
ュ

ー
ス
に
少
し
だ
け
違
う
見
方
が
で
き
た
。
た
と

え
ば
先
の
東
京
都
知
事
選
で
も
有
名
に
な
っ
た

安
芸
高
田
市
。
議
会
だ
よ
り
を
も
と
に
し
た
報

道
が
争
点
に
な
っ
て
い
た
。
本
書
で
も
議
会
広

報
の
あ
り
方
が
論
点
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
現

物
を
の
ぞ
い
て
み
た
。
当
時
の
市
長
の
主
張
は

強
引
で
根
拠
に
乏
し
い
よ
う
に
見
え
る
。

議
会
制
度
改
革

　

最
近
だ
と
、
自
治
制
度
の
問
題
は
地
方
自
治

法
の（
改
正
）問
題
が
気
に
な
る
。
二
〇
一
七
年

の
、
監
査
制
度
、
決
算
不
認
定
の
改
正
は
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
思
う
。
九
月
の
決
算
議
会

を
聞
き
な
が
ら
本
書
を
読
み
直
し
て
み
た
。
一

つ
は
、
決
算
委
員
会
で
の
「
質
問
」
は
フ
ォ
ー

ラ
ム
形
成
と
は
別
の
理
屈
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
。
も
う
一
つ
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

形
成
が
難
し
い
理
由
は
、
首
長
・
議
会
の
二
元

的
（
著
者
は
「
的
」
を
入
れ
る
）
代
表
制
の
機

能
不
全
な
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
決
算
不
認

定
の
効
果
も
認
め
な
か
っ
た
よ
う
な
「
超
強
首

長
制
」
の
た
め
な
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
評
者  

菅
原
敏
夫
　
本
誌
編
集
委
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
の

　

自
治
体
議
会
に
お
け
る
議
員
の「
質
問
力
」に

つ
い
て
考
え
始
め
た
の
は
、
土
山
希
美
枝
『
質

問
力
で
高
め
る
議
員
力
・
議
会
力
』（
中
央
文
化

社
、
二
〇
一
九
年
）
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
こ

の
度
、
議
会
の
議
論
の
場
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
に

お
け
る
政
策
形
成
力
に
着
目
し
た
「
質
問
力
」

が
著
さ
れ
た
（
本
書
）。

　

理
屈
は
こ
う
で
あ
る
。首
長
・
執
行
機
関
と
議

『
自
治
を
担
う「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」と
し
て

の
議
会
――
政
策
実
現
の
た
め
の
質
問
・
質
疑
』

イ
マ
ジ
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出
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一
九
八
〇
円
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著
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